
地域子ども・子育て活動支援助成事業 実施報告書 

団体名 
特定非営利活動法人 キーパーソン２１

取組の名称 
武蔵小杉「わくわく」学習室

実施場所 
川崎市中原区新丸子東 2-907
ハイツ武蔵小杉 704 

対象地域 
川崎市全域

主として中原区

対象地域の 

特色・課題 

1.困窮度の高い家庭の子ども
2.家庭の事情等で登校拒否子ども
3.障害等の事情で学齢期に学校に行けなかった子ども

取組の趣旨・目的

川崎市在住の生活保護受給家庭で育つ中高生に加え、生活

困窮家庭で育つ子どもたちを対象にしている。

川崎市、及び中原区保護課と連携して取り組んでいる。

学齢期に学校に行けなかった成人も在籍している。

実施内容・実施ス

ケジュール 

英語教育：週 1回 ネイテブな先生による英会話
18：30～20：30 年間 25回実施した。

  開講は年間 30回の予定でしたが、コロナ感染予防の
 ため休講を余儀なくされ、開講日が減少した。

学習教育：週 1回 不得意科目克服、学校での成績アップ
    ・開講 18：30～20：30 年間 42回
    ・ZOOM個人指導 年間 24回
  開講は年間 50回の予定でしたが、コロナ感染予防の
 ため 4月、5月は、コロナウイルス感染予防のため ZOOM
による個人教育を実施した。

参加者の年代 
中学生、高校生

一部成人

定員 

（１回あたり）

3人～6人



実施頻度 
英語：週一回

学習：週一回

活動日数 

（年間）

91 日（ZOOM 個別

指導 24 回含む）

スタッフ体制 
英語：専任教師（外国人）1名、補佐 1名

学習：専任教師 1名 補佐 1名

連携する団体・ 

連携の手法 

支援団体

・NKKシームレス鋼管株式会社 寄付
・ロータリークラブ 寄付（令和 2年度は 0円）
・夢工房 寄付（令和 2年度は０円）
・個人寄付及び年間継続寄付 

取組実施により 

見込まれた効果 

・学校での基礎学力向上により高校入学を果たすよう努力

している。実際に子どもたちの成長は著しい。

・子どもたちの相談に乗り、多岐にわたってサポートを行

っている。

・年齢差のある子どもたちの仲が良く、助け合っている。

ここが居心地のよい空間であり、居場所としての機能を果

たしている。

・中 3生 1名：第一志望の高校に特待生で入学
・社会人 1名：介護の資格を取得、介護職の一般入社。

その他 

・4月、5月はオンラインによるマンツーマン教育を 1回 2
時間で行い、途切れる事のないサポートを心がけた。

・コロナ感染対策として：換気、消毒の励行、過密を防ぐ

ため、椅子の配置を配慮した。開室時間を 1時間前倒し 20
時終了とした。


